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☆地域における観光と知的財産の関連性（36） … ⑴

第５章　地域における事例
33．佐賀県武雄市１

　武雄市（たけおし）は佐賀県佐賀市と長崎県佐世
保市の中間に位置している。
　近年、Ｔカードとスターバックスが活用されてい
る「武雄市図書館」で全国的に話題になり、見学者
が殺到しているが、この地域は昔からこの武雄市の
中心にある1300年の歴史を持つ「武雄温泉」でも有

名である。
　この武雄温泉はテーマパークとして明治時代に再
開発が試みられた。その証拠が日本銀行や東京駅
の設計を行った辰野金吾が設計した「楼門」である。
現在、この建物は国の重要文化財に指定されている。
　2006（平成18）年３月１日、武雄市は旧武雄市、
山内町、北方町が合併して誕生し、９つの町（武雄
町、橘町、朝日町、若木町、武内町、東川登町、西
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川登町、山内町、北方町）から成っている。
（１）地理

佐賀県の西部、佐賀市の西約28km、長崎県佐
世保市の東約30kmの場所に位置しており、「低
山」、「盆地」と「平地」が入り組む地勢である。
他の地域は山地である。

人口は、市域南東部の「武雄盆地」の西端と、
市域西側の「盆地」に集中している。

図１：佐賀県武雄市
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第５章	
 地域における事例	
 

３３．佐賀県武雄市（商標権）１	
 

	
 武雄市（たけおし）は佐賀県佐賀市と長崎県佐世保市の中間に位置している。	
 

近年、Ｔカードとスターバックスが活用されている「武雄市図書館」で全国

的に話題になり、見学者が殺到しているが、この地域は昔からこの武雄市の中

心にある 1300 年の歴史を持つ「武雄温泉」でも有名である。	
 

この武雄温泉はテーマパークとして明治時代に再開発が試みられた。その証

拠が日本銀行や東京駅の設計を行った辰野金吾が設計した「楼門」である。現

在、この建物は国の重要文化財に指定されている。	
 

2006（平成 18）年 3 月 1 日、武雄市は旧武雄市、山内町、北方町が合併して

誕生し、９つの町（武雄町、橘町、朝日町、若木町、武内町、東川登町、西川

登町、山内町、北方町）から成っている。	
 

	
 

（１）地理	
 

	
 佐賀県の西部、佐賀市の西約 28km、長崎県佐世保市の東約 30km の場所に位置

しており、「低山」、「盆地」と「平地」が入り組む地勢である。他の地域は山地

である。	
 

人口は、市域南東部の「武雄盆地」の西端と、市域西側の「盆地」に集中し

ている。	
 

	
 

図１：佐賀県武雄市	
 

	
 

（２）歴史２

江戸時代のこの地域は「佐賀藩（鍋島藩）」の一
部であった。佐賀藩は35万７千石の大封でありな
がら、「３支藩（蓮池、小城、鹿島）」、「鍋島４庶
流家（白石、川久保、村田、久保田）」と「龍造寺
４分家（多久、武雄、諫早、須古）」の自治領が存
在していたので、藩主の実質的な石高は６万石程
度であった。

このため、幕府への普請役への出費などを理由
に、家臣の領地３割を返上させる「三部上地」を
２度実施して、直轄領の拡大を行った。1611（慶
長16）年は全家臣、1621（元和７）年は「龍造寺
４分家」が対象となった。この龍造寺４分家から
差し出させれた知行を支藩に割り当てたり、龍造
寺４分家に養子を送り込んだりなどの手を打ち、
徐々に鍋島氏に集約していった。

当初は、鍋島氏の一族である鍋島生三、鍋島氏
の外戚家門である鍋島（石井）茂里らが藩政を主
導したが、のちに「多久」、「諫早」、「武雄」、「須古」
の龍造寺４家が藩政の実権を握っていった。これ
は、藩政を龍造寺４家に担当させる一方、財政面

の責任も取らせようとした「勝茂の真に巧妙な統
治策」の結果だったという。

1634（寛永11）年、龍造寺高房の遺児・伯庵（龍
造寺季明）が幕府に龍造寺家再興を訴え、その後
もたびたび訴訟を起こした。佐賀藩の大勢は鍋島
氏の支配を支持しており、幕府も伯庵の訴えを取
り上げることはなかった。

佐賀藩は長崎に近いため、幕府より「福岡藩（黒
田藩）」と１年交代での警備を命ぜられていた。そ
の負担は藩財政に重くのしかかっていた。

1808（文化５）年、ナポレオン戦争により、イ
ギリスのフリゲート艦が長崎へ侵入してオランダ
商館の引渡しを要求する「フェートン号事件」が
起こった。その際、佐賀藩は無断で警備人員を減
らしていたため必要な対策がとれず、その不手際
を幕府から叱責された。1828（文政11）年、「シー
ボルト台風３」で死者１万人弱の被害を出し財政
が破綻寸前に陥るなど、藩をとりまく状況は悪化
した。

10代藩主・直正（閑叟）以降、藩政改革や西洋
技術の摂取に努めた。役人を５分の１に削減する
などのリストラを行い、農民の保護育成、「陶器」、

「茶」、「石炭」などの産業を育成し、交易に力を注
いだ結果、藩財政は潤うようになった。武雄市に
は歴史遺産が豊富に存在する。

（３）歴史遺産４ 
①ＶＯＣマーク入り麻袋

徳川幕府はキリシタンを徹底的に禁圧し、外
交・対外交通・貿易をオランダのみに制限する
鎖国政策を取った。

佐賀藩は、1642（寛永19）年から福岡藩と交
替で、西洋との唯一の窓口である長崎の出島の
警備に当たっていたため、武雄は長崎と深い関
わりを持ち、西洋文化に触れる機会を得た。

18世紀〜19世紀半ば、欧米では産業革命が進
み、工業生産力が大きく伸びた。欧米をはじめ
として各国は市場や資源の開拓のため、アジア
への進出を図った。日本近海にもアメリカ、ロ
シア等の船がたびたび現れた。

1808（文化５）年８月、イギリスの「軍艦
フェートン号」がオランダの国旗を掲げて長崎
に入港し、出迎えのオランダ商館員２名を捕ら


